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対話型鑑賞
と

ヴィジュアルアート

哲学対話

生き抜く力
を

で
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アート哲学対話型鑑賞とはなあに？

　1980 年代の中頃、ニューヨーク発祥の鑑賞

方法で１枚の絵画をみて対話する方法です。

VTS（Visual  Thinking  Strategy) といいます。

　この鑑賞方法は作者名も作品のタイトルも公

表しないで自由に自分の思いを話し合います。

絵画の専門的知識も必要ありません。どうして

そう思った？絵のどこからそう思った。

　疑問と根拠で進めます。そうすると他者との対

話を通して自分の視野も広がり気づきが生まれま

す。また、人前で話すのが苦手な人も「絵」を介

して見て、考え、聴き、他者に言語化して言葉に

することでコミュニケーションが円滑にできるよ

うになります。

　絵は自分の投影でもあり対話することによって

自己肯定感が育まれ、不確実性の時代を生き抜く

力や感性やまた美意識も高まります。

アート対話型鑑賞とは

ヴィジュアルアート哲学カフェ
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　絵画の対話鑑賞、そのつづきは１枚のアートから問いを立

て「哲学対話」の時間です。

　アートをみながらお話する事により自分の内観やナラティブ

の物語が話し易く、他者の話しも聞き易く共感性や思考力が

高まります。

　さぁ。ご一緒に体験してみましょう。

美はしきもの見し人は、

はや死の手にぞわたされつ、

世のいそしみにかなはねば。

されど死を見てふるふべし

美はしきもの見し人は。

詩人フォン・プラーテン

堀田善衞「誰も不思議に思わない」より

アート哲学対話とは

ヴィジュアルアート哲学カフェヴィジュアルアート哲学カフェ
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作者や作品名など情報無しで、感じたこと

考えたことをお話しましょう。

ヴィジュアルアート哲学カフェ
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　「さぁさぁ、見てらっしゃい、寄ってらっしゃい、そこの若いお兄さ

ん、せっかくだからほら～近くに寄っといで」そんな口上が聞こえて

きそう。

　画面の登場人物をよくみてみよう。右端の大きな羽の帽子に豪華な

金銀の刺繍入りの服は身なりの良い、どこかのお坊ちゃまであろうか。

顔もとからして疑いを知らない世間知らずだが、怪しげな場所に興味

を持つ年頃でもある。

　さてさて、母親のような妖艶な胸元にひかれて誘惑され、このギャ

ンブル場に迷いこんだのであろうか。そして筋書き通り給仕の女性が

赤ワインを注ぎ 「あら、お兄さんそのテーブルの金貨は勝ったのね。

凄い。トランプにお強いのね。景気つけに一杯どうぞ」などと会話が

聞こえる。悪党らしき画面左の男が背後にダイヤのエースを隠し、勝

負の時を待っているかのようだ。

　「その時」はやはり姉御が目力で合図するのだろうか、 緊張の場面

が描かれている。コトが動いているのにお坊ちゃまは自分の次の切り

札ばかり考え周りが見えていない。空気や気配も感じていない様子で

ある。

　少年は、この世に不正な行為があるなどとは予想も出来ないのでしょ

う。「やばいよ、やばいよ、顔を上げて三人の眼をみてごらん」って言

いたくなる。最初は甘い蜜を吸わせ最終的には身ぐるみ剥ぐ・・・。

これがいかさま師の手口です。

　しかし物語はどう展開するのか謎です。

ヴィジュアルアート哲学カフェヴィジュアルアート哲学カフェ
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種明かしから問いを立て哲学対話

作者 ラ・トゥール

制作年　　　1635 年頃

種類 油彩

寸法 106×146 ㎝

所蔵 ルーヴル美術館

題名　　　『いかさま師』　

ヴィジュアルアート哲学カフェ
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　案外だまされたふりして逆手にとって、相手をだましているのか

も知れないよ。 「だまされたふり」で逆にだまされる巧妙化して

いて、一番の悪巧みは給仕の女性かな、お坊ちゃまと手を組んでい

て妖艶な姉御を身ぐるみ頂き・・・・かも知れない。

　いやいや、お坊ちゃま風の変装で悪質行為取り締まりの若い警察

官だったり・・・・と。

　だますよりだまされる方が良いとは、どういう意味？　心の問題？

だまして巻き上げたお金って後味が悪いよね。　だます方とだまさ

れる方ではどっとが悪い？「だますよりだまされろ」ということわ

ざがあるよね。

　　さぁ。今日の問い立ては？

　　「大人の遊び」「だますとは」「私の認識」「あやしい気配とは」な

　ど皆さんで選んで深堀り哲学対話の時間を楽しみましょう。

どう考えるか色々あって面白い・・・・　脱予定調和

ヴィジュアルアート哲学カフェヴィジュアルアート哲学カフェ
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　木立の茂みの中で揺れる、ぶらんこに揺れている乙女はだあれ？

よくよく見ると可愛い顔も細い腕も投げ出している。細い足も真っ

白でこれはこれはどうしたことか？　つまり日の光に当たっていな

いのであろう。ということはお城のお姫様なのか疑問がわく。

　もっと興味津々で観察眼を開花させてみよう。モード雑誌にでて

くるようなお洒落のピンクの帽子、同じくコーディネートされたピ

ンクのフリルスカート、首には粋なリボンを巻いて、袖には豪華な

レースがなびいている。揺れるぶらんこからはミュールが空に舞い

上がっている。さも愉しげでご満悦の様子が伺える。

　いやはや画中の左下に揺れる揺れるぶらんこの彼女の足をのぞき

込んでいる男性がいる。胸には薔薇の花を挿しているよう。「さぁ、

私の元においでよ」と言っているのか、それともスカートの中に興

味があるのか？若い男女が愛し合っているのだろう．．．．．． どうぞ

ご勝手に戯れてと言いたくなるが、画中右下の茂みにいる初老の人

物を発見。ぶらんこをこいでいるではないか。初老の人物はだれ？　

侍従？ それとも夫？もし夫であればどういう事？

　妻の浮気を容認しているの？画中に描かれているエンゼルって恋

結びのキューピット？このキューピット口に手を当て「シー。今いい

ところだから内緒だよ」のしくさである。

　ますます私の心も揺れる。どうなってんのって。

　さてさて、あなたならこの名画をどう感じてどうみる？

ヴィジュアルアート哲学カフェヴィジュアルアート哲学カフェ
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作者 ジャン・オノレ・フラゴナール　

制作年　　　1767 年

種類 油彩・キャンヴァス

寸法 81×64.2 ㎝

所蔵 ザ・ウォーレス・コレクション

題名　　　『ぶらんこ』　

種明かしから問いを立て哲学対話

ヴィジュアルアート哲学カフェ
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　物事を決める時いつも私は右か左か、いや真ん中か日々選択で、後悔

しない日はないように思う。でも少なくとも後悔しないコツはそれって

自分で選んだ？人にいわれたから？いや自分で選んだ。それだけなんだ

と思う。どの道を選んだとしても後悔したり傷つくことはあるよね。

傷つかない選択ってないと思う。

　だからきっと、どの道を選んでも責めない自分で生きていきたいなぁ。

芸術体験

対話

感性を言語化

コミュニケーション能力

傾聴

思考能力

気づき 物語性

哲学対話

探究心
Inquiring mind

Experience  the  Art

Dialogue

NarrativeNoticed

Communication  ability

Thinking  ability

Iistening  closely

Verbalising sensitivity

Philosophical  dialogue

今日このごろ

ヴィジュアルアート哲学カフェヴィジュアルアート哲学カフェ
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またお会いする日まで

ヴィジュアルアート哲学カフェ
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第8回哲学プラクティス連絡会
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